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　風が起り、吹きわたる。
　すると、われわれは、人間という存在が根源的に、
　時間としてあることを思い出す。
　時間が起り、時が流れる。
　しかし、われわれの心はなんと重く、動かないのか。
　心よ、おまえもまた時間として流れねばならない。

　2012 年、パリのコレージュ・ド・フランスに招かれて連続
講義を行った。そのときにイレーヌさんと彼女のアート本をつ
くっているヴァンサンさんに声をかけられて、いっしょに日本
の〈詩〉をもとにした本をつくることになった。半年ほど迷っ
たあげく、日本の詩の根源は「風」だ！ と風の詩句を集めて
イレーヌさんに提示した。彼女は、その異国の風を全身で受け
取って、自分の世界へと「翻訳」した。
　今回、イレーヌさんヴァンサンさんの来日にあわせて、そう
だ福岡のギャラリー「風」こそ、この風がふきわたる場にふさ
わしい、とオーナーの武田さんにお願いした。
　でも、風は東から吹くだけではない。西の風を日本のアーティ
ストが受けとめることでここに真の交流が起るのではないか、
と急遽、パリ在住の友人・黒田アキさんにお願いして、フラン
スの「風」の詩に応答してもらうことにした。

　風よ、起れ！われわれの生もまた。
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風の東西 
 Vent d'Orient, vent d'Occident 
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